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令和４年度第１回古賀市総合政策検証会議 事前質問及び回答 

令和４年８月２６日 

資料 ページ 質問 回答 

資料 11 11 

●施策 1-3-1 青少年が健やかに育つ環境の充実 

 

青少年に関する相談件数が 2倍近くに跳ねあがっている件。お

そらくコロナ禍での環境変化により、家庭内での問題や親子の不

安が増大しているのだと思われますが、相談窓口はパンクせず機

能しているでしょうか。 

相談件数の増加は、長期にわたって相談対応をしている継続案

件が増加していることが主な要因と考えています。なお、新型コ

ロナウイルス感染症と直接関連する相談はあっておりませんが、

周囲の環境が変化することで悩みが顕在化しているところがあ

るのではと考えています。 

青少年の相談窓口である青少年支援センターは、相談員 4人で

運営しており、現状は丁寧な相談対応ができている状況です。 

資料 11 13 

●施策 1-3-3 豊かな心を育む文化芸術活動の促進 

 

小・中学校での授業コマ数などは国の学習指導要領に則って決

まっていると思いますが、＋αで古賀市主体で取り組んでいる文

化芸術への関心を高める取り組み（市立小・中学校で行われるも

の）などがあれば、参考までに伺いたく存じます。 

１．文化力向上事業 

文化力向上事業は、優れた芸術作品を鑑賞し、そのうえで作品

を制作、展示される機会を作ることで、子どもたちの文化芸術へ

の関心向上につながることを狙いとしています。 

事業概要としては、小・中学校の図画工作科等の授業や中学校

美術部の活動に、市を代表する画家の赤星夫妻の絵を出張展示す

ることで、子どもたちが優れた芸術作品を鑑賞する機会を創出し

ます。併せて日頃文化活動に励む市民をゲストティーチャーとし

て迎え、学校の授業では学べない技術的な指導を行います。更に

子どもたちが作成した作品について、古賀市の事業や施設の中で

展示し、発表の場を設けています。 

 

２．舞の里小学校の余裕教室を利用した「舞小美術館の設置」 

令和 2年度から、舞の里小学校の余裕教室を利用して、赤星夫

妻の絵画を中心に美術館を設置しています。古賀市文化協会と古

賀市文化課を中心に設営・維持管理が行われています。作品は月

１回程度の頻度で展示作品の交換を行っています。舞の里小学校

の児童はもとより、広く市民に開放しており、事前申込みがあれ

ばどなたでも鑑賞が可能です。 
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資料 11 18 

●政策 1-4 人権と多様性の尊重 

 

まちの状態・課題指標の項における「差別事象の発生件数」が

どちらを通してカウントされているものなのか、わかれば参考ま

でにご教示いただきたいです。 

通報や相談を通して把握したもののうち、特に市民に影響があ

ると考えられるものを、古賀市人権施策企画調整会議に諮り、悪

質と判断された差別事象を、「差別事象の発生件数」として計上し

ております。 

資料 11 20 

●施策 1-4-2  性別にとらわれない多様な生き方の尊重 

 

まちの状態・課題指標における「性的指向・性自認に関する相

談件数」についてですが、このような相談に対する専用窓口は市

の自治体組織に設置されているのでしょうか。また、あるとした

ら十分に（特に思春期の世代に）告知されているでしょうか。第

二次性徴下での身体的変化への嫌悪や戸惑いにより、性自認の悩

みを抱えやすい世代にとって、正しいフォローができる専門家に

通じる窓口が必要だと思います。 

専用の窓口は設置しておりません。 

なお、相談窓口や当事者関連団体を掲載した冊子を市内の小・

中学校、公共施設へ設置し周知を行っています。 

また、青少年を対象とした相談窓口（青少年支援センター）と

人権センターで情報共有を行い、相談があった場合は性の多様性

に関する相談窓口の情報提供を行うこととしています。 

併せて、学校内では生徒は自分が話しやすい教職員に相談して

いる状況です。生徒から相談を受けた教職員は、相談内容に応じ

相談窓口の情報提供を行っています。 

資料 11 37 

●施策 3-1-1 活気とにぎわいを創り出す商工業の活性化 

 

「中小企業が新たな取組を行うための財政支援として安定し

た資金調達が経営基盤の安定、新たな設備投資につながるよう利

用しやすい融資制度を整備する必要がある。」について、具体的に

整備検討している内容があればご教示願います。 

現在市独自の融資制度として、中小企業小口事業資金融資制度

がございます。今後も、国・県による制度を補完する取組が必要

と判断した場合は、状況に応じた制度の整備に取り組みます。 

アクション

プラン 

（令和 4～

7年度） 

74 

●施策 3-1-1 活気とにぎわいを創り出す商工業の活性化 

 

R4 年度予算として「古賀駅西口エリアマネジメント支緩事業

68,204 千円」計上されていますが、具休的な事業内容の中身につ

いてご教示願います。 

資料 12-2 のとおりです。 
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アクション

プラン 

（令和 4～

7年度） 

75 

●施策 3-1-1 活気とにぎわいを創り出す商工業の活性化 

 基本事業 2 経営支援事業 

「商工会が新規事業、事業承継及び新分野進出に取り組む事業

者に対する補助などにより、中小企業者を経営面から支援し、地

域経済の発展及び労働力の確保を図ります。」について、新規事業

補助金・新分野進出事業補助金(最大 30 万円)以外に既存事業者

への補助金制度があればご教示願います。 

(企業立地促進条例の中に既存事業所の増設に対する補助支援は

あるが、投資額 2億円以上とハードルが高い。小規模設備投資へ

の補助支援の拡大が必要では) 

これまで新型コロナウイルス感染症対策として、令和 2年度は

中小企業等応援金、令和 3年度は感染拡大防止補助金、令和 4年

度は燃料費高騰対策として運送事業者への支援金などを補正予

算で対応しました。今後も、新型コロナウイルス感染症や経済の

状況に応じた支援制度を検討してまいります。 

アクション

プラン 

（令和 4～

7年度） 

86 

●施策 4-1-1 地域特性に応じた土地利用の推進 

R4 年度予算として「古賀駅周辺整備事業 103.669 千円」計上さ

れていますが、具休的な事業内容の中身についてご教示願いま

す。 

資料 12-2 のとおりです。 

 


